
農について
１　農業や農村の

やく わり

役割
　農業は、自然を活かして、

こめ

米、 
 や  さい

野菜などの食べ物や花などを作る
さんぎょう

産業です。

　また、農業を
いとな

営む人と
  か ぞく

家族が
す

住んでいる村を農村と言います。食べ物を作ること
 い  がい

以外に、

農業や農村の役割はいろいろあります。

２　
  と   やま  けん

富山県農業の
すがた

姿
　富山県は、3,000ｍ級の立山

れんぽう

連峰などの山々から水深1,000ｍを
こ

超える富山
わん

湾まで、
こうてい  さ 

高低差

4,000ｍの
へん か 

変化に
と

富んだ地形で、いろいろな
のうりんすいさんぶつ

農林水産物が
せいさん

生産されています。

また、
ゆた

豊かできれいな水は、農業用水や水力
はつでん

発電などに利用されています。

⑴ 
こう ち  めんせき

耕地面積

　耕地とは、農作物を作る田や畑のことです。

富山県の耕地は、ほとんどが田で、昔に比べ、

耕地は少なくなっています。

　田んぼの形が四角で１枚の面積が広く農作業

がやりやすい
じょうけん

条件が整っています。

⑵ 農家数

　農家の数は
こうれい か 

高齢化により、年々
へ

減っています。これは、
せんぎょう

専業農家（農業が
おも

主な
しょくぎょう

職業である農

家）に田を
あず

預けたり、
しゅうらく

集落（村）みんなで農作業を行う「集落
えいのう

営農」が
ふ

増えたからです。

⑶ 農業
せいさんがく

生産額

　農業生産額とは、
こめ

米、
 や  さ い

野菜、
ちくさん

畜産

（牛、ブタ、ニワトリ）などを生み出

した
きんがく

金額のことです。全国では、生産

額の多い方から畜産、野菜・いも
るい

類、

米の
じゅん

順ですが、富山県は、米が
もっと

最も多

くなっています。

⑴ 
しんせん

新鮮で
あんぜん

安全な食べ物などをつくる

　 私たちの体をつくり、命を
はぐく

育む米や野菜、肉などの食べものや
うつく

美しい花をつくります。

⑵ 大地をまもり、
ゆた

豊かな水をつくる

　田んぼに
あまみず

雨水がたまることで、大雨の
 ひ がい

被害を少なくします。また、田んぼにた

まった水がゆっくりと地面にしみこみ、

豊かな地下水になります。

水をためた水田

⑶ 生き物の
す

住みかをつくる

　田んぼや畑には、いろいろな生き物が

住んでいます。

上：アマガエル
右上：イナゴ 
右下：シオカラトンボ

⑷ 
でんとう

伝統・
ぶん  か  

文化を伝える

　農村では、作物がたくさんとれること

を神様に
いの

祈ったり、
かんしゃ

感謝するお祭りや行

事が伝えられてきました。農村は、
 ち  いき

地域

のお祭りや
でんとうげいのう

伝統芸能を
まも

守っています。

⑸ 心をいやす

　田んぼや畑、
しゅうへん

周辺の山や川がある農村

の
 け しき

景色は、そこに住む人だけでなく、
おとず

訪

れる人たちの心もおだやかにします。

お祭りの
ふうけい

風景

（
 し  し まい

獅子舞） あじさいと田んぼ

1ha（ヘクタール）や2 haの大きな
田んぼもあるんだって。1haは、学校
のプール

やく

約27
こ

個分だよ！！

コンバインでの
いね か

稲刈り 白ねぎの畑 コギク

※
のうりんすいさんしょう

農林水産省：農林水産
とうけい

統計より
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【富山県】 【全国】

単位：億円
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全国
83,639億円

富山県の「集落営農」は、６６６
 そ しき

組織と、
ぜんこくてき

全国的にも多いんだよ！

みんなで作業をやれば、
あんしん

安心だね。
農産物の売上
が50万円未満
の農家

み   まん
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●いろいろな
 き  かい

機械を使うことで、米づくりの作業時間

は昔に
くら

比べとても短くなりました。
いっぽう

一方、収穫量は
ひんしゅ

品種の
へんこう

変更や、しっかり
びょう き 

病気を
 よ  ぼう

予防したため、
ふ

増え

ています。

３　米づくり
　私たちの主食である米は、2,000～2,500年前から作られてきました。富山県は、大きな

川が何本も
なが

流れており、米づくりに
ひつよう

必要な水が
ほう  ふ  

豊富なことから、昔から米づくりがさかん

で、
 お    い 

美味しい
 と やままい

富山米が作られています。

３月
ちゅうじゅん

中旬～５月中旬
なえ

苗を
そだ

育てる

・田に植える苗を育てます。

・土が入った箱に
たね

種もみをま

き、ビニールハウスで18～

20日、育てます。

３月
げ

下旬～４月下旬

田
お

起こし

・土を
ほ

掘り起こして、トラ

クターなどの
 き  かい

機械で土を
やわ

柔らかくします。

・昔は、牛や馬に
どう ぐ 

道具を引

かせたり、人がくわやすき

で起こしていました。

４月中旬～５月中旬
しろ

代かき

・田に水を入れ、土を
こま

細か

くします。

・土を
やわ

柔らかくして
でんめん

田面を

平らにすることで、水
も

持

ちがよく、田
う

植えがやり

やすくなります。

８月下旬～
かんそう

乾燥･もみすり･
しゅっか 

出荷

・収穫したもみは、乾燥ともみ

すり（もみと米を分ける）、
せんべつ

選別（米の大きさをそろえ

る）し、出荷します。

・富山県には、乾燥・もみすり・

選別・出荷までの作業と、も

みを低温
ちょぞう

貯蔵するタンクを持

つ、カントリーエレベーター

という大きな
 し せつ

施設が
かく  ち  いき

各地域

にあります。

４月下旬～５月中旬

田植え

・苗を植えます。

・
  　　　  き 

田植機を使うと4～

12列同時に植える

ことができます。

・昔は、手で植えてい

たので、
きんじょ

近所で助け

あって田植えをして

いました。

８月下旬～９月下旬
いね  か  

稲刈り・
だっこく

脱穀

・
しゅうかく

収穫を
むか

迎えた稲を刈

り
と

取ります。

・昔は、人が
かま

鎌で刈って

いましたが、コンバイ

ンでは、刈り取りと
だっこく

脱穀（もみと
くき

茎や葉

を分ける）を同時に

行います。

７
月
〜
８
月

６
月
中
旬

直まきの種まき作業

 さ  ぎょう  じ  かん

作業時間と
しゅうかくりょう

収穫量の昔と今

●富山県の種もみづくりは
え  ど

江戸時代から続いていて、
ばいやく

売薬

さんが
お

置き
ぐすり

薬と
いっしょ

一緒に、富山県の種もみを全国に広めて

きました。

●県内には、
 と  なみ

砺波市、富山市2カ所、
くろ  べ 

黒部市、
にゅうぜん

入善町と5つ

の
たね   ば 

種場（種もみを育てる地域）があります。

●ていねいな作業や田んぼや種もみなどへの
きび

厳しい
けん  さ  

検査を

受けて、よい種もみができます。

●富山県の種もみは、全国で使われています。

種もみ王国（種もみ生産日本一）

●食生活の変化などで、国民1人当りの米の
しょう ひ りょう

消費量は
へ

減っています

（昭和37年：118kg/年→平成25年：57kg/年）。

●そのため、ご
はん

飯として食べる以外に、おかきや
さけ

酒になる米や、牛、ぶ

た、ニワトリのエサになる稲や米を作ることにも取り組んでいます。

食用以外の稲や米

 

の
う
や
く

農
薬
を
ま
く

中
干
し

・  ・   ・  ・

・  ・ ・  ・

・  ・  ・  ・ 

・  ・  ・  ・

・

・  

せんよう

専用の機械でエサ用稲を収穫

種もみ

田んぼでの
検査の様子

※
のうりんすいさんしょう

農林水産省：農林水産
とうけい

統計より
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富山県では、美味しい「コシ

ヒカリ」を中心に、県が
いくせい

育成

した夏の暑さや病気に強い、

「てんたかく」、「てんこもり」

も作っているよ。

苗を育てず、田に
ちょくせつ

直接種もみをまく

「
じか

直まき」という作り方があります。

作業時間や
 ひ  よう

費用が少なくてすむことか

ら、直まきの
めんせき

面積は増えています。



４　
 や  さい

野菜づくり
　

  と やま けん

富山県内では、「白ねぎ」「たまねぎ」「ほうれんそう」や「こまつな」「さといも」などの野菜

が、
へいせい

平成26年には2,530ｈａ作られています。

＜１
おくえんさん  ち  

億円産地づくり＞

●野菜などの生産を増やすため、平成22年から、
のうぎょうきょうどうくみあい

農業協同組合（
じぇいえい

JＡ）が中心となって大き

な産地を育てる「１億円産地づくり」を進めています。

ＪＡ 市町村 作物名 ＪＡ 市町村 作物名

みな
ほ

穂 朝日町
にゅうぜん

入善町

くろべ 黒部市

うおづ
うお  づ 

魚津市

アルプス
なめりかわ

滑川市
上市町
立山町
ふなはし

舟橋村

あおば 富山市

(
  ふ ちゅう

婦中、
やつ お 

八尾
おお さわ  の 

大沢野

大山）

富山市 富山市

(旧富山市の
なん   ぶ    ち   いき 

南部地域）

なのはな 富山市

(旧富山市の
ほく  ぶ 

北部地域）

山田村 富山市

(山田地域）

いみず野
 い  みず

射水市

高岡市
たかおか

高岡市

 ひ 　み 

氷見市
 ひ    み 

氷見市

となみ野
  と  なみ

砺波市
なん  と 

南砺市

(
ふく  の 

福野､
 い  なみ

井波
と　が 

利賀地域）

なんと 南砺市

(
じょうはな

城端、
平、上平
地域）

いなば 小矢部市

高岡市

福岡町

福光 南砺市

(福光地域）

県全体

の品目

8月
 げ じゅん

下旬～10月下旬
なえ

苗を
そだ

育てる

10月
ちゅうじゅん

中旬～10月下旬
なえ

苗を
う

植える

10月
ちゅうじゅん

中旬～10月下旬
せん べつ

選別・
はこ  づ  

箱詰め・
しゅっか

出荷

6月中旬～6月下旬

たまねぎを
ほ

掘り取る

6月～7月

たまねぎを
かわ

乾かす

●野菜は、市場に出荷する以外に、各地

域にある直売所（地元の
のうさんぶつ

農産物を売る

場所）やインショップ（スーパーマー

ケットなどに
せんよう

専用に
もう

設けられた売り

場）などでも売られています。

直売所のようす
トマトジュース さといも

コロッケ
フルーツゼリー

さといも もも えだまめ いちご

にんじん ほうれんそう

白ねぎ

たまねぎ

にんにく

ハトムギ

ブロッコリー アスパラガス

にんじんにんにく ばれいしょ

白ねぎ にら

ばれいしょ（じゃがいも）

ばれいしょ

白ねぎ

さといも 白ねぎ

にんじん

ばれいしょ ほうれんそう

りんご

＜野菜の作り方：（
れい 

例）たまねぎ＞

ちょくばいじょ

直売所・インショップでの
はんばい

販売

●野菜は
さむ

寒さにあうと、
こお

凍らないように

体の中の
とうぶん

糖分を
ふ

増やします。このため、

冬の野菜は他の時期より
あま

甘くなります。

とやまのカン（寒）・カン（甘）野菜

●県内で作られた野菜や
くだもの

果物、米などを

使って農家が、ジュースやおかし、コ

ロッケなどの加工品を作っています。

●加工することで、販売期間を長くしたり、

販売
 か  かく

価格を高くすることができます。

 か  こうひん

加工品づくり

 じ  もと

地元でとれた野菜は
しんせん

新鮮で
お　い

美味しいよ！

雪だるまマークが
  め じるし

目印！

（12月下旬～2月

末の期間
げんてい

限定だよ）

5 6




